
                                                                            

 

 
 

※展覧会タイトルは仮称です。 

   また、会期・内容などが変更になる場合があります。 

◆ 4/25（土）～7/5（日） 

故六岡康光芸術監督を偲ぶ  

Ｍ氏コレクション part2 
石神の丘美術館芸術監督を務めた故・六岡康光氏の版画・絵

画等のコレクション、六岡氏の詩・写真・論評等を紹介します。 

 

◆ 7/18（土）～9/13（日） 

石神の丘美術館・萬鉄五郎記念美術館 共同開催 

マンガ 百花繚乱 －いわての漫画家 50 の表現― 

岩手出身・在住、岩手ゆかりの漫画家の原画等を紹介する展覧

会。萬鉄五郎記念美術館（花巻市）と共同で開催します。 

 

◆ 9/19（土）～10/18（日） 

岩手町の写真家Ⅰ  

田村淳一郎写真展 
第 14 回酒田市土門拳文化賞・奨励賞を受賞した、田村淳一郎

氏（岩手町）の写真作品を紹介します。 

 

◆ 10/24（土）～11/23（月・祝） 

岩手町の写真家Ⅱ  

田中孝視写真展 
岩手町浮島出身で現在は秋田県大潟村在住の田中孝視氏（た

なか・たかみ／二科会写真部会友）の写真作品を紹介します。 

2009.3.1 Vol.77 
展示室ではさかいひろこさんが 4ｍ 

もの巨大土偶絵を制作！ 

雪も消えはじめ、日差しが暖かく感じられるこの頃。美術館の屋

外展示場では春一番にフクジュソウ（福寿草）が咲きはじめます（３

月中旬から下旬頃）。木々の芽もすこしずつふくらみ、芽吹きの時を

待っています。 

展示室では、3 月７日（土）から、縄文時代を代表する遺物「土偶」

に親しみ・楽しみながら学ぶ展覧会「いーはとーぶ ドグウ★ブギウ

ギ」展がはじまります。 

「まるで宇宙人みたい！」ともいわれる「土偶」。当時の人々はいっ

たいどんな願いや想いを込めてこの土製品を作ったのでしょうか。 

毎年開催してきた「発掘された岩手町の遺跡展」とは趣向を変

え、今回の展覧会では、実物資料のほか、４コマ漫画やイラスト、写

真パネルでロマンあふれる縄文の世界を紹介します。 

 

 

 

会    期: 3 月 7 日〔土〕～4 月 12 日〔日〕   
休 館 日: ３月中の毎週月曜日  ※観覧無料 

平成 21 年 3 月 1 日発行（毎月 1 日発行） 発行・岩手町立石神の丘美術館

〒028-4307 岩手県岩手郡岩手町大字五日市 10-121-21 

TEL 0195-62-1453  FAX 0195-62-1477 

HP もご覧ください！ http://museum.ishigami-iwate.jp/



 

 
 
 
  
 
 
  

 
 

 
 
 
 
  

◆食前酒/「石神の恋ごころ」ソーダ割り 

◆オードブル/マグロのタルタルと春キャベ

ツのマリネ～ヴェルディソース◆スープ/野

菜スープ◆魚料理/鰆のピカタ～うるいの

クリームソース◆肉料理/奥羽牛のフリカッ

セとやまと豚ヒレ肉のソテー～ブルーベリ

ーの甘酸っぱいソース◆サラダ ◆パン or

ライス ◆デザート/桜のアイスクリームと白

玉のパフェ仕立て 

コース料理はご予約制です 

上記までお申し込みください 

開館時間のお知らせ 

石神の丘美術館の３月の開館

時間は、通常午前９時から午後４

時までですが、 

３月７日（土）「いーはとーぶ 

ドグウ★ブギウギ」展から開館

時間を夏期と同様にし、 

午前９時から午後５時まで 
とします。 

なお、３月中の毎週月曜日

は休館します。４月からの休館

日はありません。 

美術館友の会制作 新商品 

石神の丘美術館オリジナル

クリアファイル 

 

 

A4 サイズ／１枚２００円 

美術館受付で販売しています 

印刷されている作品制作：戸村茂樹 

デザイン：田村晴樹  

 
 

原木きのこ 
植菌体験 

３月２１日（土）２２日（日） 

時間：10：00～15：00 

場所：道の駅イベント広場  

参加費：無料（１人１本） 

       ※２本目から５００円  

募集人数：各日５０名 

シイタケ、ナメコ、ヒラタケを自分で育

ててみませんか。「ほだ木」へ植菌する

方法を産直組合員が丁寧に指導いた

し ま す 。 参 加 希 望 の 方 は 電 話 （ ℡

/61-1600）で申し込みください。 
 

美術館隣接 道の駅／レストラン「石神の丘」情報 

このコーナーのお問合せ・ご予約は  道の駅「石神の丘」 TEL0195-61-1600 まで 

 

 

 

 

３月７日（土）～４月１２日（日） 
＊開館時間 9：00～17：00  

＊３月中の毎週月曜休館（４月は無休） 

 

観覧

無料

 
 
 

 
 

縄文時代につくられた、女性の人形（ひ

とがた）、「土偶（どぐう）」。東日本を中心に

出土することが多いものですが、中でも岩

手県は日本一の出土数を誇ります。  

「土偶」に親しみ・楽しみながら学ぶこと

を目的に、この展覧会では、縄文まんが家

のさかいひろこさん（茨城県水戸市在住）の

イラスト、グラフィックデザイナーの米山み

どりさん（岩手県盛岡市在住）の写真で県内

の土偶を紹介します。 

また、岩手町・豊岡遺跡で出土した遮光

器土偶（高橋昭治氏寄贈・岩手県立博物館

蔵）などの実物資料も公開・展示します。 

展覧会に先立ち水堀小学校で行われた

ワークショップで子どもたちが作った土偶

の展示、縄文ファッションの体験コーナーな

どもあります。ぜひ、おでかけください。 

主催／岩手町教育委員会 


